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由
帰
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理
由
恒
噛
置
可
{
輯
帰
属
-
圃

-a竃
骨
}

品

調

書

思

銀
行
秘
密
の
維
持
さ
所
得
税
・
・
・
・
・
空
母
博
士

趨
本
居
宣
長
の
経
漕
思
想
・
・
・
・
・
精
華
十
博
士

一
一
川
利
子
に
於
け
る
勢
力
の
作
用
・
・
・
・

2
Z博士

J
日
本
の
家
族
制
度
三
民
法
・
・
・
・
さ
牽
博
士

ー

韻

苑

大
肌
一
郎
に
脱
い
て

H

小

副

巾

州

開

制

肌

寸

前

工
業
三
商
業
さ
の
・
交
渉
・
・
・
・
・
・
・
経
一

2
7士

雑

録

所
得
分
配
統
計
の
研
究
方
法
・
・
・
・
・
怪
童
・
博
士

京
都
市
に
於
け
る
消
費
組
合
・
・
・
-
経
済
闘
争
土

金
ミ
物
債
ミ
の
閥
係
に
就
て
・
・
・
・
経
済
撃
士

4
1
2
2
∞g
E
の
二
著
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士

法

令

郵
便
貯
金
利
子
割
合
ノ
件
中
吹
正
・
米
前
法
第
三
傑
ノ
規
定
ヲ
樺
太
昌
施
行
ス
ル
ノ
件
・
米
副
制
法
第
二
傑
ノ
規
定

-一依
F
米
及
籾
ノ
輸
入
税
増
加
ノ
件
・
昭
和
三
年
勅
令
第
二
十
二
披
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定
品
依
ル
米
及
籾
ノ
輸

入
制
限
-
-
閥
且
ル
件
中
吹
正
・
無
荒
業
法
ヲ
樺
太
=
施
行
ス
ル
ノ
件
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ブζ

量

就

L 、

1

1プ
-
ア
ス
ケ
ン
パ

1
の
批
判
を
中
心
に
し
て

1
i
i

地

l
 

l
 

-
B
E

，，〆

虎

は

し

語Z

き

大
量
、
或
は
枇
曾
大
量
に
就
い
て
、
統
計
墜
に
於
け
る
説
明
は
極
め
て
・
少
い
。

と
れ
に
就
い
て
、
な
は
、

一
個
の
試
論
、
「
怒
諸
問
統
計
論
の

性
質
に
関
ナ
る
一
考
察
」
(
田
島
博
士
記
念
拾
す
~
集
所
載
、

一
九
二
七
年
)
に
於
い
て
、
統
計
撃
の
出
資
動
と
し
て
の
大
量
に
、

一
憾
の
規
定

を
輿
へ
た
。

フ
ラ

y
タ
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
大
撃
白
悲
講
師
、
ド
ク
ト
ル
・
フ
ラ
ス
ケ

Y

パ

1
は
、
]
凶
E
C
P悶

E
E
5
2
4
r
g
ユm
p叫

己
p
t
E
M
m
n
r
g
冨
忠
臣
ロ
(
〉
口
問
。
ョ
巳
ロ
自
由
E

E
門臣会
E
〉
百
E
4・
同
日
出
自
《
f
z
E
H
O
H
W『「

3
N印
)
に
於
い
て
、
忍
と
同
様
な
疑
問
か

b
出
資
し

で
英
昭
解
決
を
得
ん
と
ナ
る
試
み
を
後
表
し
て
ゐ
る
。
私
は
、

こ
れ
を
ベ

L
F
P
Y
D
客
合
に
讃
ん
で
、

そ
れ
が
全
〈
賛
同
し
得
ぬ
の
み
な
ら

ず
、
寧
ろ
統
計
方
法
に
於
け
る
理
解
の
混
乱
よ
り
生
じ
た
誤
謬
と
さ
へ
考
へ
た
の
で
あ
る
。

と
の
こ
と
は
、
拙
稿
、
「
統
計
の
解
説
、
批
州
、

解
析
」
(
経
潜
論
議
=
二
ノ
二
、

一
O
一
一
一
頁
)
白
脚
註
に
於
い
て
、
指
摘
し
て
居
い
た
。
本
文
は
、
此
の
指
摘
し
た
理
由
の
説
明
で
あ
り
、
主
た

前
稿
白
一
梢
還
で
あ
る
。



統
計
印
字
の
出
費
結
ざ
し
て
、

切

ONrw一口早片山田川山内、ロ角田印刷角川戸内『国円一『ぬ山口z=m

等
の
概
念
の
奥
¥
ら
れ
る
の
が

出
向

h
S日淀川

普
通
で
ゐ
る
。

口一向

∞円山巴印円四}内
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門
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宮
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明
明
白
白
円
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出
門
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戸
市
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口
戸
5
m
g

N己コ
U

円=山一山口

--M一

〉
ヨ
〈
C
一
一
r
G
E
E
S
印
吉
岡
三
三
〔
戸
市
山
内
向
「
『
3
3
門
}
同
=
=
ぬ
己
内
『
団
O
N
E
2
z
h
F
3
2
ι
=
『
門
}
同
己
庁
内
「
出
門

]
F
Z
D庶
民
mg回目白』

σ
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岡山一。ロJR)=円円

HN白』H
戸

』
田d

ユ

富山田山

宮
巧
町
円
}
内
丘
町
]
一
一
呪
・
ロ
一
目

】
山
門
沙
門
印
門
r
z
=
刊
号
「
凶
。
白
血
一
2
H
昌
川
岸
田
山
内
ロ
2
5
日
ロ

∞仲町民一目tr

の
刊
O
円
判
〈

]

4

片山可同
)
F
V

aFJぺ

四

月
1

然
ら
ば
、
大
量
現
象
、

枇
曾
大
量
ど
は
、

マ
イ
ヤ

現
代
の
統
計
島
?
を
基
礎
づ
け
た
、

果
し
て
何
ん
で
あ
る
か
。

l
'
+」

刷

、t
 
こ
れ
に
就
い
て
、

我
々
の
考
セ
進
め
行
〈
可
き
潜
在
一
市
し
、

‘

ー

一

句

:

-

A
F
I

じサ
1
f
J
T

基
礎
J

ぜ
興
へ
怜
の
勺
わ
る
が
、

I ~t. 

必
す

L
も
明
瞭
で
あ
る
さ
は
云
ひ
難
い
。

一
般
の
統
計
皐
者
に
於
い
て
は
、

此
の
概
念
は
、

ま
た
、
共
他
、

極
め
て
常
識
的
で
あ

h
、

戸
*

「
わ
か
り
き
っ
た
'
二
」
L

ざ
し
て
出
費
し
て
ゐ
る

暖
昧
で
あ
る
。

ぞ
れ
ら
に
於
い
て
は
、

併

し

、

わ

か

わ

切

っ

て

居

ら

な

い

の

で

ゐ

る

。

研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
今
日
に
於
て
は
、

統
計
の
解
析
的
研
究
、
即
ち
、
統
計
的

買
は
必
?
し
も
、

大
量
観
察
の
封
象
で殊
あに
る

所
の

]
ぜ
門
戸

ω
山内

之
、
統
計
解
析
の
劉
象

従
っ
て
ま
た
、

の
劃
象
で
あ
る
さ
考
ふ
る
傾
向
さ
へ
見
ら
れ
る
。
か
く
な
っ

τく
る
さ
、
統
計
準
上
云
ふ

• 

所
の
大
量
観
察
法
さ
は
一
龍
、
何
ん
で
あ
る
か
さ
云
ふ
こ
ざ
さ
へ
明
確
じ
理
解
さ
れ
ぬ
こ
ご
、
な
る
。

の
所
謂
、
統
計
解
析
法
が
、
大
量
観
客
法
ざ
共
に
統
計
方
法
を
構
成
す
る
意
義
も
明
白
を
快
き
、

的
研
究
も
亦
統
計
皐
も
極
め
て
漠
然
た
る
委

J
M
A

ニ
不
す
に
さ

Y
ま
る
。

で
あ
る

さ
が
甚
だ
し
く
混
同
さ
れ
、

此
等
が
共
仁
、

宮
山
由
ω
2
5
主
E
=
=
=
n
f
」
甑
ら
れ
、

宮
宮
山
内

冨
山
印
月
号

m
o
Z円
F
Z
=
m

従
っ
て
在

統
計
色
、

統
計

d党

第
占
ヘ
披

i¥ 
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ーとと

o
z
る

げ
す

皐
論

て
詳

し
て

と
め

例
改

一
を

を
稿

ヨ
て
仏

叫
J

U

V

r
p也

印

叫

内

在
は
、
統
計
俸
の
封
象
ざ
し
て
、
統
計
方
法

4

乞
さ
る
。
こ
の
統
計
方
法
が
、
他
の
研
究
方
法
、
ど
慌
別
?
位
、
特
川
崎
川

質
は
、
佃
惜
に
於
け
る
研
究
万
一
法
じ
は
あ
ら
や
し
て
、
集
固
に
於
け
る
研
究
方
法
で
あ
り
、
而
も
数
景
的
な
る
貼
品
一
川

1
r
h
H
 

に
在
る
。
然
る
に
、
我
々
が
祉
曾
科
島
の
領
域
に
於
て
扱
ふ
所
の
集
閏
は
、
ぞ
の
特
段
な
る
性
質
を
有
も
、
統
計

M

加
山

!r
る

l

方
法
は
、
自
ら
特
設
な
る
佐
賀
を
帯
び
る
に
至
る
。
か
、
る
特
段
な
る
集
回
を
研
究
封
象
ざ
し
て
有
つ
研
究
方
法

M
吋
い

じ
限
っ
て
、
特
仁
、
我
々
の
祉
曾
科
阜
の
領
域
に
於
げ
る
統
計
方
法
ご
規
定
し
、
か
、
る
統
計
方
法
を
到
象
ぜ
す
品
川

五
時
除

k

る
一
個
の
皐
問
い
ど
し
て
、
統
計
撃
を
考
へ
る
。
此
の
意
味
じ
於
て
、
在
の
所
謂
統
計
方
法
は
、
従
来
の
統
計
事
者
、
戸
山
町
一
山

レ
h
a

殊
じ
方
法
論
者
げ
謂
ふ
所
の
統
計
方
法
よ
り
限
定
的
で
あ
る
。
故
に
、
在
の
所
謂
、
統
計
方
法
の
問
題
の
出
後
貼
任
弘
山

、

、

い

九

戸

は
、
集
固
で
あ
り
、
而
も
特
段
な
る
集
固
で
あ
る
。
花
は
、
此
の
特
段
な
る
集
圏
を
名
づ
け
て
大
量
三
百
ふ
。
町
一
知

へ
出
L

集
固
を
出
費
鮎
ざ
す
る
限
り
、
私
も
亦
他
の
統
計
事
者
ぎ
考
を
同
一
じ
く
す
る
。
然
ら
ば
此
の
集
固
ご
は
何
ん
で
例
が
可

あ
る
か
。
多
数
個
障
の
一
睦
で
あ
る
。

i'屯

il' 

彰t

第
三
十
一
審

に

就

い

て

八
四
八

第
大
獄

ゴミ

A 

本
文
は
、
こ
の
統
計
墜
に
於
り
る
重
要
な
る
意
義
に
於
い
て
、
而
し
て
文
、
前
連
の
如
き
目
的
か
PHJ
、
大
量
仁

関
す
る
自
分
の
先
き
の
考
を
更
に
展
開
し
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
先
づ
卑
見
そ
説
明
し
て
、
問
題
の
焦

勤
を
定
め
る
こ
さ
よ
り
始
め
る
。
ム
衣
仁
、
卑
見
仁
一
揖
す
る
封
稗
的
見
解
の
存
在
を
検
し
た
上
で
、
自
己
批
判
を
試

み
、
更
に
、
ア
-
プ
ス
ク

y
バ
1
の
所
論
に
劃
す
る
一
般
的
批
判
の
根
擦
を
定

h
る
。
而
し
て
最
後
仁
、
大
量
分
類

プ
ラ
ス
ケ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
創
見
ざ
し
て
誇
る
所
の
、
連
語
性
を
有
つ
大
量
一
の
意
味

の
基
準
に
及
び
、
突
い
で
、

む
き
，
」
芯
に
及
一
ば
ん
ご
す
ゐ
も
の
で
あ
る
つ

ー

一

l
i
-
-
L

片

3) 

4) 
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1
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、-̂̂写

我
々
の
研
究
に
営
っ
て
、
伺
轄
の
解
剖
分
析
を
以
て
個
韓
の
有
つ
性
質
を
究
明
し
得
る
場
合
さ
然
ら
ざ
る
場
合
在
一
明
広

存
説
。

が
あ
る
。
此
の
後
者
の
場
合
に
於
て
、
佃
開
の
性
質
を
究
明
す
る
他
の
研
究
方
法
を
必
要
ご
す
る
で
あ
ら
う
。
ま
伽
駒
山

花
佃
睡
白
檀
が
問
題
た
ら
や
、
集
国
を
集
国
ざ
し
て
、
そ
の
性
質
さ
作
用
さ
を
分
析
し
、
解
剖
す
る
の
必
要
に
迫
和
M

M

統
多

E

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
何
が
故
に
、
か
、
る
究
明
を
必
要
さ
せ
ら
る
、
か
は
、
別
個
の
問
題
ご
し
て
、
そ
の
必
要
を
「
臥
h

?
l
l
b

輿

て

臥

認
め
る
限
り
、
此
の
場
合
、
個
昭
仁
於
け
る
研
究
方
法
が
同
じ
く
採
用
さ
れ
る
か
否
か
は
、
こ
、
に
問
題

J

こ
な
る
。
を
い
E

明
除

E

而
し
て
、
集
聞
は
、
少
く
も
、
右
の
二
つ
の
場
合
に
於
い
て
、
我
々
の
問
題
ぎ
し
て
考
へ
ら
も
る
。
読
み
包
吋

t

の
者弘

同
其

我
々
が
統
計
方
法
を
論
や
る
号
令
、
集
閣
の
研
究
ご
し
て
、
何
等
か
、
此
の
二
つ
の
場
合
を
考
へ
て
ゐ
る
こ
芯
駒
山
一
腕
、

以
探
知
し
特
ゐ
所
で
あ

41
撚
ら
ば
、
事
賢
、
従
燕
の
統
計
早
川
払
集
聞
か

M

間
賠
じ
し
、
何
K
4
4
w

へ
て
沫
允
で
あ
ら
叩
酬
明
ゎ

い
数

6

れ

う
か
。
プ
ラ
ス
ケ
ン
パ
ー
も
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
こ
の

g百円
E
g
g
-
-四
E
岳
民
立
問

m
z
t
2
5
E
E
S
E
-一2
峨
L
M
肝

ざ
し
て
考
へ
ら
れ
、
こ
の
場
合
、
大
教
法
則
の
存
在
を
諜
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
多
く
の
引
用
を
な
す
笥

ι際

レ
】
〆

Y

レ
u

迄
も
な
く
、
澗
逸
流
の
一
普
通
の
統
計
皐
書
に
於
て
、
請
者
の
汎
ね
く
見
ら
る
、
所
で
あ
ら
う
。
大
教
法
則
の
賢
際

h
忙
し
肱
川

で

娘

三
ι

的
説
明
を
試
み
、
統
計
方
法
の
必
要
を
力
説
し
、
大
量
観
察
法
を
説
明
す
る
の
が
、
を
の
普
通
の
型
で
あ
る
。
郎
知
時
的
酬

も
こ
れ
に
依
れ
ば
、
個
瞳
の
観
察
で
は
な
く
、
集
閤
を
観
察
す
る
こ
さ
に
依
っ
て
、
個
髄
に
就
い
て
は
、
認
識
し
散
問
融
制

墜
と
。
白

得
ら
れ
ざ
る
事
買
を
観
取
す
る
こ
さ
を
持
、
市
も
観
察
教
の
大
な
る
に
従
つ
正
、
之
れ
を
明
瞭
じ
而
も
安
定
的
に
計
明
る
等

.

・

統

説

あ

担

提
へ
る
こ
之
が
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
我
々
の
採
る
ぐ
き
方
法
さ
し
て
は
、
か
』
る
集
圏
を
構
成
す
る
所
の
個
韓
同
一
白
山
川

ナ
一
軍
雷
同

V

を
一
つ
も
洩
ら
す
ミ
さ
な
く
捉
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
郎
ち
ょ
g
n宮
市
伊
豆
町
富
山
国
内
ロ
ヶ

g
E円
F
P
E
刊
を
行
は
ね
ば
な
ら
一
川
崎
一
鰐

ぬ
さ
云
ふ
の
で
ゐ
る
。
確
か
に
、
観
察
回
数
の
増
加
じ
仲
ひ
、
特
定
事
象
の
出
現
可
能
の
相
劃
的
度
教
が
、
限
界
値

+を

説

苑

大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

入
四
九

第
六
時
蜘

A 



説

大
量
に
就
い
て

戸、

四

苑

第
三
十
一
血
管

八
五

O

第
大
務

に
近
迫
す
る
こ
ご
は
、
我
々
の
経
験
の
敢
ふ
る
所
で
あ
る
。
故
に
、
我
々
が
、
特
定
事
象
の
出
現
、
生
起
じ
就
い

、
、
、
、
、
、

て
、
蓋
然
的
判
断
を
下
し
、
此
の
判
断
の
確
し
か
ら
し
さ
の
程
度
を
数
量
的
に
表
現
し
ゃ
う
ざ
す
れ
ば
、
集
閣
の

大
い
さ
、
却
も
佃
瞳
観
察
の
回
数
を
増
加
し
て
、
数
量
的
に
之
れ
を
誕
へ
る
の
手
段
に
訴
ふ
る
他
は
な
い
。
此
の

意
味
に
於
て
、
人
口
千
じ
於
り
る
婚
姻
数
を
云
々
す
る
場
合
に
、
一
高
人
に
就
い
て
見
る
よ
り
、
十
高
川
に
就
h
l

て
.
十
高
人
に
於
け
る
よ

b
百
高
人
に
就
い
て
一
五
ふ
方
が
、
判
断
の
確
し
か
ら
し
さ
は
大
で
あ
る
が
如
く
に
思
は

れ
る
。

何
故
で
あ
る
か
。

全
人
口
に
現
れ
る
此
の
事
貨
に
近
い
結
果
を
典
へ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
は
、

此
の
場

!
?
:
台
、
、
f

匹、

/
l
l
t
+
n
N
i
M

』

間
靴
下
し
か
ら
し
お
の
悲
準
は
、

日

、

¥

〉

L
t
k
1
1
4
3
F
}
J

d
M
3
J
E
t
f
j
I
l
方
t
t
↑
定

ω市
中
買
に
仙
な
ら
な
い
。

h
L

、，』

J
/

ワノ

I

に
就
い

τ、
特
定
の
時
に
於
い
て
、

人
口
千
に
封
し
婚
姻
数
は
、

七
・
九
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、

こ
れ
は
全
く
一
佃

ちも の
な事

常い一貫
例中品川で
し三三あ
待叫る
る特。
筈定
カ; (7J 

な白吐
い曾

此
の
事
貫
生
認
識
す
る
に
は
、

何
等
大
教
法
則
の
奥
へ
る
理
論
に
従
っ
て
居
る
の
で
も
何
ん
で

而
し
て
特
定
の
時
に
於
け
る
此
の
事
貫
セ
以
て
、

此
の
吐
曾
に
於
℃
普
遍
性
を
有

我
々
が
此
の
一
佃
の
事
買
を
以
っ
て
若
し
信
例
親
し
得
ん
が
た
め
に
は
、

ま
た
そ

れ
だ
げ
の
根
綾
が
な
け
れ
ば
な
ら
m
M
3

墜
に
多
数
の
場
合
を
見
た
ご
云
ふ
司
」
さ
は
何
等
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

蓋
し
、
此
の
一
一
個
の
事
責
は
、
此
の
特
定
枇
曾
の
全
人
口
を
見
る
ヨ
』
ど
に
依
つ
て
の
み
、
認
識
し
得
る
事
賞
ど
か

ら
で
あ
る
若
し
我
々
が
、
確
し
か
ら
し
い
此
の
値
を
得
ゃ
う
ざ
す
れ
ば
、
か
、
る
事
買
を
一
つ
の
場
合
さ
す
る

多
数
事
例
に
就
い
て
見
る
よ
り
他
は
な
い
。
此
の
場
合
に
於
て
、
我
々
は
、
確
し
か
に
、
大
駿
法
則
を
議
想
す
る

の
で
ゐ
る
。
在
が
、
悲
に
、
特
に
法
意
し
た
い
千
」
思
ふ
司
』
ご
は
、
此
の
場
合
の
集
固
さ
、
前
越
の
共
徳
的
な
る
集

国
の
明
瞭
に
匝
別
せ
ら
る
べ
き
こ
さ
で
ゐ
る
。

5) 1I10el1e1"， Statistik， 1928は"Der Umfang der Erhebungsmasse "として“ Gesetz
oer Grossen Zahlen“を問題にしてゐる (S・42);可?にもに封する最も明瞭なる封立

的見解ーとれは従来の統計患者白多〈の揚舎に於いて然るを見るがーとして掲げ
ることが出来る。

幹 Regelmassigkeit 財部教授に従ふ。
制手よは此の場合に己そ Umfangを論ずるも白として (Jesεtz der Grossen Zahlcn を
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h
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故
仁
、
特
定
枇
舎
の
、
特
定
の
時
に
於
け
る
人
口
の
如
き
、

を
深
怒
し
て
、
構
成
す
る
集
闘
で
は
な
く
、
我
々
の
意
識
ご
は
全
〈
濁
立
に
、
そ
の
存
在
が
、
枇
命
日
的
に
規
定
せ

ら
る
、
集
閣
で
あ
る
。
我
々
が
此
の
栓
周
囲
を
構
成
し
て
ゐ
る
個
々
の
人
問
、
側
々
の
失
業
者
J

こ
し
て
で
は
な
し
仁

一
個
の
集
聞
芯
し
て
見

5
る
を
得
な
い
の
は
、
ぞ
れ
が
、
一
枇
命
目
的
γ
一
、
集
固
ま
し
て
の
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
日
我

或
は
失
業
者
の
如
き
は
、
我
々
が
、
大
教
法
則

々
は
、
か
、
る
集
岡
さ
し
て
の
存
在
を
、
倒
韓
三
し
て
で
は
な
〈
集
閤
ご
し
て
見
る
こ
さ
仁
依
つ
て
の
み
初
め
て

ぞ
の
性
質
、
セ
理
解
す
る
}
ご
が
可
能
ご
な
h
ノ
、
宅
の
一
枇
曾
的
作
用
を
明
ら
か
な
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
な
が
特

、、

に
か
、
る
集
闘
を
大
量
ご
名
づ
け
、
こ
れ
を
他
の
集
固
さ
百
四
別
す
る
所
以
で
ゐ
ふ
o

統
計
般
に
於
て

h

従
来
も
は
以
内
山

rsrnrr日
ピ
麟
し
山
湖
識
の
-
統
計
亭
者
仁
依
り
も
十
時
ら
、
統
計
万
結
記

呼
ば
れ
来
っ
た
も
の
は
、
在
の
名
づ
け
て
大
量
さ
稀
す
る
所
の
集
囲
の
認
識
把
握
の
載
量
的
万
怯
に
他
な
ら
な
い

即
ら
、
大
量
の
集
国
芯
し
て
の
大
い
さ
、
そ
の
集
闘
性
の
方
向
及
そ
の
強
度
を
数
量
的
に
認
識
把
握
す
る
、
一
研

究
方
法
で
ゐ
る
。
在
は
か
、
る
万
法
JV}
名
づ
り
で
た
骨
骨
骨
k
f」
云
ふ
。
而
し
て
、
船
一
一
昨
さ
は
か
、
る
大
量
の
記

載
的
結
果
じ
他
な
ら
な
い
。
故
に
、
統
計
は
、
大
量
仁
就
い
て
、
数
量
的
に
そ
の
機
構
を
一
不
し
且
っ
そ
の
作
用
を

語
る
。
我
φ

は
、
此
の
統
計
を
利
用
し
て
、
大
量
の
有
つ
集
圏
性
の
方
向
の
安
定
的
な
る
強
度
を
定
め
ん
さ
努
め

、
、
、
、
.
、

る
。
こ
れ
所
調
、
統
計
的
研
究
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
、
如
何
に
し
て
、
統
計
を
し
て
、
右
の
目
的
を
一
連
せ
し
め

得
る
か
。
我
々
は
ニ
、
に
確
率
論
の
援
用
を
ま
っ
て
、
統
計
の
解
析
を
行
ふ
。
在
の
所
謂
、
体
幻
仲
間
船
田
川
、
島
山

J

ド
こ

、
に
採
用
さ
る
、
万
円
法
で
あ
る
。
世
合
的
に
そ
の
存
在
の
規
定
せ
ら
れ
た
集
闇
郎
ち
た
監
は
、
た
骨
一
脚
影
山
間
に
基

い

τ認
識
把
握
せ
ら
れ
、
秘
か
ご
し
て
敷
量
的
・
に
表
示
さ
れ
、
大
量
の
有
つ
集
圏
性
の
方
向
及
び
ぞ
の
強
度
の
支

設

苑

大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

i¥. 
互正

第
大
披

i¥. 
li 

問題にする
此の意味に於いて M，"lssenerscheinungである。

相従来白統計撃者の見解を明瞭に語るものとして Wol[f定義 (TheoretischeStatistik， 
1926， s. 34)をあげる。..Statist'sche Mas~E~ ';ind Janach 山 rch eioen Beobach-
tlln ganlass miteinand目 verbnnderne，rtus~erliζh vonemanrler l1nabh叩 gige，ra.umlich 
llnd zeitlich begrcnzte V01包乱ロgc，Erscheinung，:~[l oder 1叫 ividu巳n(孔nchlote und 
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大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

第
六
披

i¥ 
五

八
六

定
的
な
る
も
の
ご
し
て
は
、
統
計
解
析
法
に
基
き
、
此
の
統
計
を
個
々
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
一
回
ご
し
て
扱

ふ
こ
さ
に
依
り
、
求
め
得
ら
れ
る
。
大
量
の
解
剖
さ
分
析
芝
は
、
形
式
的
に
は
、
比
の
遁
程
を
寵
て
初
め
て
蓬
せ

ら
れ
る
罪
で
あ
る
。
故
に
大
量
観
察
法
芝
、
統
計
解
析
詰
さ
は
、
相
互
に
、
そ
の
存
在
を
議
想
す
る
。
在
は
此
の

、
、
、
、

二
個
の
方
法
を
鱒
稀
し
て
、
統
計
方
法
さ
呼
ぶ
の
で
ゐ
る
。

所
謂

は
、
か
く
の
如
く
、
私
の
云
ふ
意
味
の
大
量
f
」
解
し
て
こ
そ
、
初
め
て
、
統
計
方
法
に
、

-
)
た
埋
解
を
持
も
家
代
す

e

」
ご
が
出
来
る
。
ー
ま
た
か
く
解
し
て
二
ぞ
、
統
計
方
法
の
枇
命
日
科
事
に
が
、
け
る
存
在
の

意
義
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
o

従
っ
て
、
か
く
の
如
く
、
我
々
の
掛
象
わ
ん
る
集
聞
を
司
大
量
ピ
し
て
、

意
識
的
に
、
認
識
し
把
握
す
る
さ
否
三
は
、
統
計
方
法
の
、
枇
舎
科
拳
の
研
究
万
法
ご
し
て
の
債
値
性
に
至
大
な

る
閥
係
を
有
つ
も
の
さ
云
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
従
来
の
統
計
革
者
が
員
g
R
に
就
い
て
、
如
何
な
る
程
度
仁
、

意
識
的
で
あ
っ
た
で
ゐ
ら
う
か
。
在
の
考
は
、
形
式
的
に
は
、
従
来
の
統
計
事
者
さ
決
し
て
異
る
も
の
で
は
な
い

が
、
併
し
、
そ
の
奥
へ
る
内
容
さ
意
味
さ
は
、
上
過
の
意
義
に
於
て
、
同
一
に
論
ん
守
ら
る
ぺ
き
性
質
の
ち
の
で

]
福
山
山
田
町

貫

は
な
い
さ
信
十
る
。

か
く
し
て
、
私
は
、
結
論
的
に
云
ひ
得
る
。
大
量
を
か
く
の
如
く
規
定
す
る
こ
さ
に
依
り
、
初
め
て
、
大
量
観

察
の
理
論
ご
貫
際
の
方
法
を
規
定
し
え
、
而
し
て
ま
た
、
此
の
規
定
あ
っ
て
こ
ぞ
、
大
量
観
察
法
の
可
能
限
度
を

、
、
、
、
、
*

明
ら
か
な
ら
し
め
、
従
っ
て
所
謂
、
類
似
調
査
法
、
の
基
準
を
奥
へ
る
こ
さ
が
出
来
ゐ
。
か
く
し
て
統
計
の
正
確

性
さ
信
頼
性
の
吟
味
三
批
判
さ
は
、
初
め
て
可
能
ざ
な
り
得
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
富
該
自
を
大
量
ざ
し
て
、
意

識
的
に
規
定
す
る
こ
さ
は
、
大
量
観
察
法
の
(
従
っ
て
ま
た
自
ら
、
統
計
解
析
法
の
)
理
解
竺
批
判
の
根
本
的
恭
準

leblose)， fur die ein zablemnassigcs Beobn.chtungsin'::e:resse besteht“ 
義勢持私の意味ナる統計解析法は、英米の統計撃者の云ふ所のおtatisticalmethods 或は

meth-ucts of statistical analysis とそD数理的解析のが法に於いで回同じであるが、
統計方法を以って祉舎科撃に於ける一研究方法とする限り、そ四割象。社合性を醗
れでは成立し得ないかb、その賓質に於いて英米のそれと異ることを注意したい。
拙稿統計撃に於ける二ヲの傾向に就いて、本誌三o:~，四盟主



で
あ
る
。

一ー一

• 

在
は
、
右
に
遁
ぺ
た
卑
見
の
謝
輔
的
見
解
ご
し
て
準
史
的
に
引
用
す
ぺ
き
何
も
の
を
も
見
出
さ
な
い
。
蓋
し
在

の
一
耳
ム
意
味
に
於
い
て
は
、
従
来
の
統
計
準
者
の
見
解
は
齢
b
に
、
非
一
耽
曾
科
串
的
で
ゐ

h
、
意
識
的
で
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
僅
に
最
近
に
至
っ
て
、
前
掲
の
プ
ラ
ス
ケ
ン

.
ρ
!
の
研
究
全
見
る
け
れ
ピ
も
氏
の
研
究
方
訟
は

尽
忠
認
を
理
論
的
に
で
叫
な
し
に
事
ろ
技
術
的
に
理
解
し
ゃ
う
さ
し
た
も
の
で
あ
り
。
冨
山
印
印
日
が
M
O
N

豆
町
宮
山
田
町
内

さ
肱
に
古
く
言
葉
の
上
口

η
に
で
も
一
耳
は
る
、
に
拘
ら
十
、
そ
の
一
吐
曾
性
を
見
の
が
し
て
ゐ
る
。
印
も
氏
は
、
従

三
一
四
は
ゐ
、
.
ち
ゅ
よ
ワ
出
棺
し
て
.
訟
の
肺
門
ル
の
訓
山
知
斗
h
矧
別
し
て
叩
日
怒
川
内
川

山

小

辺

信

況

の

有

つ

性

質

JT
吟

味
倫
明
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
氏
の
研
究
に
於
げ
る
限
り
に
於
い
て
考
へ
れ
ば
、
我
々
は
、
何
故
に
、
氏
が
特
定
の

三
個
の
類
別
の
調
角
l
連
頼
性
、
不
一
連
績
性
、
動
大
量
静
大
量
、
同
質
性
、
異
質
性
ー
を
選
び
、
ま
た
選
ば
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
の
根
懐
の
詫
明
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
れ
に
就
い
て
、
氏
よ

b
何
等
間
〈
所
が
な
い
。
従
っ

て
、
か
、
る
視
角
よ
り
、
従
来
.
統
計
皐
上
富
山
由
お
ご
云
は
る
H

も
の
、
性
質
を
分
析
し
た
か
ら
さ
て
、
我
々
は

何
が
玄

g
山
内
で
あ
る
か
、
宮
包
括
の
本
質
が
何
ん
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
こ
さ
は
出
来
ぬ
、
葦
し
、
従
来
、

pram
は

多
敷
佃
瞳
の
一
煙
、
軍
な
る
集
圃
或
は
、
津
山
の
量
ぐ
ら
ひ
に
し
か
考
へ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
」

る
観
念
の
下
に
、
富
山
田
お
さ
云
は
る
、
も
の
を
如
何
い
し
て
、
分
析
し
て
も
、
結
局
壁
な
る
集
圏
、
或
は
、
津
山

の
量
ご
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
で
ゐ
ら
う
コ
従
っ
て
人
口
る
な
ら
、
電
気
も
、
克
斯
も
軌
道
も
、
而
し

τ

園
富
も
冨

E巾

冨
宮
山
内

な
の
で
あ
る
っ
こ
の
こ
ご
は
、
わ
か
り
切
っ
た
説
明
を
、
ま
は
り
く
ど
い
仕
方
で
行
ム
こ
ご
以

電電

苑

大
量
に
就
い
で

第
三
十
一
巻

ノ'i.
五

第
六
時
現

八
七

財部教授D 用語法に従」、。一部調査、推算、特別委員調段、標本詳ー査等である。財
州都博士枇曾統計論綱再版九七頁以下参照
L其由意味は拙稿、統計の解説、批判、解析、本誌三一ノニ参照

前掲 Mayrの引用文参照。或は "dieMaSSen('ischeinungen des menschlichcn 

G esel>chuft品 lebens." 例へば ~~izek 前掲書

" 
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第
三
十
一
巻

第
六
就

i¥ 
i¥ 

八
五
四

~[ 

大
量
に
就
い
て

外
の
何
も
の
で
も
な
い
さ
云
ふ
こ
干
し
を
語
る

rり
の
こ
ぜ
で
あ
る
。
た
Y
氏
が
、
大
に
自
己
の
創
見
ざ
し
て
誇
り

主
張
す
る
も
の
は
叫
連
績
性
の
あ
る
富
山
印
お
さ
云
ふ
e

』
さ
で
あ
る
、
氏
が
富
山
肌
お
の
概
念
に
於
い
て
必
や
し
も

大
教
法
則
を
強
想
せ
m
N

さ
云
ふ
は
、
特
に
、
此
の
冨
忠
訟
の
存
在
を
ペ
ト

l
ヰ
ン
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

併
し
、
氏
の
所
論
、
殊
に
そ
の
強
調
す
る
貼
が
、
問
題
ご
な
り
得
ぬ
こ
ぜ
は
、
前
通
の
卑
見
よ
り
一
般
的
に
は

明
瞭
さ
考
へ
ら
れ
る
が
、
夏
に
e

}

れ
を
詳
論
す
る
こ
さ
に
依
っ
て
、
前
段
の
卑
見
を
補
ひ
且
つ
直
接
に
、
ア
47
ス

ヶ

ν
バ

1
氏
の
所
論
の
成
立
し
特
ぬ
こ
て
を
明
ら
か
じ
し
て
見
た
い
。

院
に
越
べ
た
様
に
、
従
来
の
統
計
準
は
も
そ
の
大
量
観
察
法
の
潤
象
穴
る
集
闘
が
も
如
何
な
る
集
固
で
あ
る
か

に
就
い
て
は
、
充
分
な
認
識
は
有
た
な
か
っ
た
。
併
し
、
大
量
観
察
法
は
、
何
所
迄
も
、
集
聞
の
認
識
把
握
の
方

*
 

法
ざ
し
て
成
立
し
畿
運
し
来
つ
わ
れ
一
の
で
あ
る
。
却
も
、
我
々
は
、
現
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
大
量
観
察
法
に
依
っ
て

統
計
撃
者
が
仮
令
そ
の
枇
曾
性
を
意
識
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
何
を
目
的
に
し
て
居
っ
た
か
は
、
ぞ
の
方
法
自
轄

を
検
討
す
る
こ
さ
に
依
っ
て
推
知
し
得
る
で
ゐ
ら
う
。
か
く
し
て
、
我
々
は
、
こ
れ
な
、
意
識
的
の
も
の
た
ら
し

む
る
こ
さ
じ
依
っ
て
、
夏
仁
、
大
量
観
察
誌
を
、
従
っ
て
ま
た
統
計
方
法
一
般
を
反
省
し
.
後
達
せ
し
め
得
る
の

で
わ
る
。

然
ら
ば
、
従
来
の
大
量
観
察
法
は
、
具
瞳
的
に
は
如
何
な
る
方
法
で
あ
っ
た
ら
う
か
。

先
づ
集
圏
の
存
在
を
議
定
す
る
。
此
の
集
聞
を
敷
量
的
仁
認
識
把
握
す
る
方
法
さ
し
て
、
集
固
の
構
成
要
素
(
車

位
)
を
規
定
す
る
、
車
位
は
、
個
々
猫
立
の
も
の
さ
し
て
、

E
に
匝
別
き
る
、
標
識
佐
有
す
る
ご
共
に
、
そ
の
集

簡
を
構
成
す
る
軍
位
た
る
資
格
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
。
然
ら
や
ん
ば
、
個
睦
は
個
瞳
た
ら
や
、

。)Flastamper， Sta出 tik，1930， (Meyer's Wõrt~γbücht~r) s. 52 
J此の賓誼は、瀦逸の祉曾統計尋;/a.の撃者自著書に1:1<ワて得bれる。例へぽ前拐、

Mayr， Zi~el..， Wolff等参照
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集
聞
は
集
周
た
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
此
の
集
圃
の
性
質
を
知
る
〈
く
即
も
、
集
闘
性
を
求
め
て
、
幾
つ

か
の
標
識
を
輿
へ
る
。
比
の
標
識
に
依
っ
て
、
集
閣
性
の
一
方
向
が
一
不
さ
れ
そ
の
数
量
的
認
識
に
依
り
、
ぞ
の
強
度

が
測
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
標
識
が
、
質
的
の
も
の
允
る
場
合
も
あ
り
、
量
的
の
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
り

得
る
こ
芯
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
か
h

る
規
定
の
下
仁
、
集
聞
の
存
在
の
時
さ
場
所
さ
を
定
め
る
。
集
団
が
存
在
で

あ
る
限
り
、
営
燥
の
こ
ぜ
で
あ
る
。
か
、
る
約
束
の
下
に
、
結
果
の
正
確
性
ご
信
頼
性
ご
を
充
分
仁
満
足
す
べ
き

、
、
、
.
、
.
、

方
法
、
手
段
を
選
ぶ
。
こ
れ
を
規
定
す
る
の
が
、
大
量
観
察
の
理
論
で
あ
り
、
之
れ
を
行
ふ
が
大
量
観
察
の
技
術

で
あ
る
。

集
闘
の
般
観
的
部
副
で
わ
る
阿
川
h'W
即
位
の
規
定
一
一
品
川
ち
附
難
な
間
期
で
め
ゐ
。
査
し
、
此
の
間
十
校
の
規
定
如

何
は
、
集
聞
を
理
論
的
じ
如
何
じ
認
識
し
て
ゐ
る
か
の
問
題
に
か
、
は
る
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
車
位

さ
標
識
さ
は
、
集
聞
の
認
識
加
何
に
か
、
は
る
。
而
し
て
勿
論
J

集
固
の
大
い
さ
は
、
事
質
的
存
在
ー
と
し
て
、
奥

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
芝
し
て
受
取
る
-
」
さ
が
大
景
観
察
に
於
て
重
要
な
ゐ
意
義

を
有
っ
こ
さ
は
、
先
に
蓮
ペ
セ
通
り
で
あ
る
。
大
量
観
察
法
は
、
如
何
に
し
て
此
の
目
的
を
可
能
な
ら
し
め
得
る

、

、

、

、

か
を
中
心
的
問
題
に
し
、
か
く
し
て
得
た
結
果
が
統
計
で
あ
る
υ

故
に
、
統
計
を
一
国
ざ
し
て
扱
へ
ば
、
統
計
系

列
は
、
数
或
は
量
を
示
す
一
系
列
で
あ
る
。
そ
の
限
り
、
蓮
績
の
も
の
も
あ
れ
ば
不
運
槙
の
も
の
も
あ
る
。
併
し

な
が
ら
、
そ
の
故
に
、
従
来
、
大
量
甑
寮
訟
の
致
想
し
て
ゐ
る
集
圏
が
、
か
、
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
さ
云
ふ
こ

芯
は
出
来
な
い
。
買
に
、
大
量
観
察
法
は
、
何
よ
り
、
集
圏
の
存
在
を
議
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
集
聞
の
認
識

に
出
愛
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
か
く
解
す
る
限
り
、
而
し
て
、
宮
忠
況
を
か
H

る
集
園
ど
な
す
限
、
り
、
蓮

設

大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

第
穴
披
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カe

八
五
五

苑

7) VgI. Zizek， Funf Hauptprob!eme der statistischen i¥Iethodenlehre， '922." Die statis-
tischen Zah len und die statistischen Begriffe. 

器此の問題白詳論は他の槻舎に護る。
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手巨

大
量
に
就
い
て

績
性
h
z
有
つ
集
圏
ご
は
言
葉
白
樺
矛
盾
で
あ
る
。
統
計
系
列
を
考
ヘ
ゴ
る
限
り
、
集
問
自
瞳
に
は
連
鰻
性
は
な
い

の
で
ゐ
る
。

フ
-
ア
ス
ケ
ン
バ

1
氏
は
果
し
て
何
を
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

、

、

*

氏
の
見
解
は
一
膳
理
解
出
来
る
。
氏
は
‘
を
の
指
獄
し
て
ゐ
る
通
h
従
来
の
集
閏
に
は
不
満
足
な
の
で
あ
る
。

車
な
る
多
数
倒
膿
の
一
躍
で
は
な
〈
、
印
ち
、
車
位
ざ
し
て
数
へ
上
げ
る
，
}
さ
に
依
ー
り
、
集
問
の
大
い
ち
の
測
ら

れ
る

戸
内
山
師
団
内
の
み
で
は
な
く
、
最
の
集
指
さ
し
て
の

冨
E
印
。
が
、
我
々
の
統
計
時
の
理
論
及
び
時
間
際
の
問
題
ご

な
っ
て
来
て
ゐ
る
か
ら

u
p
r
E三
Z
E
手
」
性
、
に
ロ
向
島
町
田

REF-門

むf

問
j芭
「こ
ら
己

る

そと
手写
な
し、

己

':Z::: 
，，"，、

る の
1MM、で
計、あ

7 る
O 

1、

v

f

u

l

 

m
川
し
カ
じ

A

U

叫

l

d

J

U

叩

1

H

H

川

町川

y
o
t
z
i
，R
/
¥

ー
じ
よ
い

)
r

川

川

、

判
的
J
山
川
口
よ
U
A

〈

F

川
↓
i
:
w
w凡
し

VL

v
り
品
川
一
壬
持
、

h
N
f
f
u
r
-へ、
1
、

白

'
d

市
町
、

〈

4
J

一
:

ぃ、
r
¥
j
h
リ
-
叩
札
"
¥
山
J

f
f
λ
r
J
A
H目

l
h
H
F
r
L一

日

r
門戸町田町

の
大
い
さ
ぞ
一
詰
る
も
の
で
は
な
く
、
車
な

は
人
口
の
如
き
、
粧
管
敷
の
如
き
、
従
来
一
五
ふ
却
さ
意
味
の

る
数
量
を
示
す
も
り
が
極
め
て
多
い
。
殊
に
問
料
情
統
計
に
於
い
て
然
り
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
前
に
も
過
ぺ
た

、

、

、

、

様
に
、
統
計
は
、
大
量
の
記
載
的
結
果
で
あ
っ
て
必
宇
し
も
、
大
量
の
大
口
さ
の
み
を
語
る
も
の
で
は
な
い
。
故

に
ぞ
の
集
間
性
の
方
向
が
数
量
的
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
貨
幣
量
で
示
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
物
理
的

数
量
で
ゐ
ら
は
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
故
に
、
特
定
の
物
理
的
数
量
或
は
貨
幣
量
を
以
っ
て
示
さ
れ
る
統
計
が
必

や
し
も
、
そ
の
も
の
を
大
量
ご
し
て
扱
っ
た
こ
さ
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
は
、
賃
銀

に
闘
す
る
統
計
が
輿
へ
ら
れ
た
か
ら
さ
て
、
此
の
場
合
賃
銀
が
大
量
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
。
崎
労
働
者
な
る
大

量
の
一
集
同
性
の
方
向
の
量
的
な
る
も
の
さ
し

τ、
あ
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
賃
銀
は
、
賃
銀
ざ
し
て
捉
へ
得

る
も
の
で
な
く
.
融
労
働
者
の
牒
識
さ
し
て
の
み
、
意
味

d

乞
有
つ
も
の
で
み
の
る
。
蓋
し
、
勢
働
者
を
離
れ
て
、
自
然

は
勿
論
の
こ
さ
一
連
頼
性
が
考
ヘ

物
マ
し
し
て
の
賃
銀
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

噌
}
の
意
義
に
於
C
は、

Z
5
2
=
-
E円

前掲氏の引用参照。

8)前掲 Zizek，Funf Houptprobleme S. 1.参照。
9) 7) Zahlbarkeit der Dinge und M出 sba:'ke:itder Eigc四日hafcen"は大量観察法に於け
，る一個の要請である Vgl.Meitzen， Geschichte， TlleOrie uDd Technil..:. der Stati5tik， 

'903， S. 86. 
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、
、
、
.
、
、
.
、
.
、

ら
れ
て
Q
る
の
で
あ
る
。
的
ち
、
切
角
の
フ
ラ
ス
ケ
ン
バ

1
氏
の
縄
創
的
な
考
も
、
賓
は
、
大
量
さ
統
計
ご
の
混

同
か
ら
生
じ
て
ゐ
る
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
に
も
指
摘
し
た
慌
に
、
先
づ
、
我
々
が
統
計
唱
の
長
宮
、
悟
史

に
於

τ
H
Fぺ
[
即
日
山
叩
向

ご
扱
は
れ
来
っ
た
も
の
ど
そ
れ
自
開
よ
り
、
ま
た
、
司
」
れ
を
卦
象
寸
一
し
て
存
在
す
る
大
最
観
察
法

意
識
的
に
、
批
判
的
に
研
究
し
て
こ
を
、
問
題
は
解
決
さ
れ
る
の
で
、
前
述
の
如
き
氏
の
立
場
よ
h
出
議

、
、
、
、

し
て
は
、
結
局
、
大
量
三
統
計
三
を
混
同
す
る
所
の
濁
創
的
見
解
に
到
達
寸
る
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

ト
4

ム
リ
、

リ
山
十
由
、

1
t
 こ
れ
に
依
っ
て
氏
の
姐
調
了
る
鈷
の
掠
り
得
ぎ
る

一
般
的
説
明
を
な
し
得
た
ど
思
ふ
、

氏
ぜ
か
倒
々
に
あ

げ
た
所
の
例
む
此
の
意
味
じ
於
い
て
、

会
く
意
義
の
な
い
・
ミ
」
、
思
ふ
が
、
一
見
に
，

二
三
の
問
題
に
就
い
て
段
見

佐
川
へ
て
細
川
つ
心

、
、
。
、
‘
‘
丸
、
‘
、
、
、

一
斗
戸
ギ
!
の
統
計
さ
し
て
重
要
な
る
意
義
セ
有
つ
が
、

2
2
2
5一
三
百
一
円
が
あ
る
か
さ
一
耳
ふ
議
論
セ
し
て
ゐ
る

3

花
も
電
気
に
闘
す
ゐ
統
計
の
重
要
性
p

也
氏
ざ
共
に
認
め
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
例
へ
ば
電
気
生
産
量
或
は
電
気
使
用
量
等
の
統
計
で
あ
っ
て
翠
な
る
電
気
量
の
統
計
三

一
苫
ふ
こ
之
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
勿
諭
、
電
気
使
用
量
、
或
は
電
気
生
産
量
三
云
ム
大
長
(
此
の
場
令
集
固
さ
一
百

つ
で
も
よ
い
が
)
あ
る
静
で
な
〈
、
況
ん
や
、
電
気
長
さ
一
五
ふ
大
量
か
あ
る
わ
け
が
な
い
。
定
気
は
、
我
々
の
問

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
.
、

題
ご
す
る
限
h
、
自
然
物
で
は
な
く
、
一
枇
曾
的
優
位
物
ざ
し
て
存
在
し
、
一
枇
命
日
閥
係
仁
於
げ
る
存
在
物
で
あ
る
。

此
の
限
、
り
に
於
て
、
生
産
者
、
或
は
消
費
者
等
の
関
係
に
就
て
存
在
す
る
。
我
々
は
、
此
等
の
大
量
の
.
集
間
性

の
、
量
的
万
向
ご
し
て
の
、
生
産
量
、
使
用
量
等
が
、
統
計
に
於
い
て
語
ら
れ
る
の
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
プ
ラ

ス
ケ
ン
バ

I
氏
の
あ
げ
た
他
の
例
、
た
さ
へ
ば
、
軌
道
の
如
き
、
土
地
面
積
の
如
、
吉
、
何
れ
も
同
じ
く
論
壱
ら
れ

例
へ
ば
、

氏
は
、

電
気
の
如
、
さ
は
、

何
庖

ロ
門
戸
t

設

苑

大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
血
管

八
五
七

第
六
務

九

1'" 



枕

大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

ブL

八
五
八

第
六
披

3i~ 

る
。
氏
は
、
統
計
さ
大
量
さ
を
混
同
す
る
の
み
な
ら
や
、
一
祉
舎
的
関
係
に
於
て
、
存
在
す
る
事
物
を
自
然
物
ザ
」
す

る
こ
さ
に
依
っ
て
、
問
題
を
解
決
さ
れ
る
が
、
ぞ
れ
の
許
る
さ
る
ぺ
き
司
』
さ
で
な
い
こ
さ
は
、
説
明
の
必
要
の
な

*
 

い
所
で
あ
ら
う
。

幾
分
、
分
っ
て
論
告
ら
る
べ
き
は
、
氏
が
あ
げ
た
園
宮
の
統
計
に
就
い
亡
で
あ
る
。
国
富
は
、
確
し
か
に
大
量

で
あ
る
。
而
も
氏
に
依
れ
ば
、
こ
れ
に
は
、
冨
h
F
3
2
5
2
7与
を
定
め
る
同
質
性
が
な
い
f
」
云
ふ
の
で
あ
る
。
果
し

て
そ
う
で
わ
ら
う
か
。
氏
に
依
れ
は
、
土
地
所
有
さ
粧
健
三
が
共
じ
、
山
単
位
ざ
し
て
使
?
心
か
さ

N
2
R
}戸
内
-
H

迄
使
っ
て
、
寧
ろ
冷
笑
し
て
ゐ
る
が

b

フ
-
フ
只
ケ
ン
バ

1
氏
-
}
ぞ
大
な
る
誤
り
で
わ
る
c

然
ら
ば
、
何

一
か
輩
位
た
る
同
質
性
を
示
す
か
。
論
や
る
迄
も
な
く
.
貨
幣
で
表
現
さ
れ
得
る
ご
云
ふ
資
格
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
が
共
に
赴
合
的
償
値
で
あ
る
さ
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
、
こ
れ
以
上
、
明
瞭
な
車
位
ざ
し
て
の
同
質
性
は

フ
ラ
只
ク
ン
バ

l
氏
に
〉
5
2
E拓国
N
E
n
}月
Z

を
き
し
め
ぐ
可
き
で
あ
る
。
従
来
の
統
計
準

h
F
h
 

k
v
C
ω

』

C
M
Z
・』ヘt
 

な
い
さ
我
々
こ
そ
、

が
、
そ
の
大
量
観
客
法
に
於

τ説
く
如
く
、
集
闇
を
構
成
す
る
単
位
は
、
そ
の
軍
位
が
相
互
に
匝
別
き
る
ぐ
き
も

の
で
、
而
も
特
定
の
標
識
に
於
て
同
質
性
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
ω

此
の
勤
に
於
い
て
、
岡
宮
は
勿
論
大
量
た
る

に
問
題
は
な
い
が
、
立
献
に
、
明
白
に
、
単
位
を
示
し
特
る
も
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
ケ
ン
パ

l
氏

ω.
連
績
性
ゐ
る

一
に
は
、
統
計
の
無
理
解
さ
、

今
一
つ
は
、
枇
曾
的
認
識
の
不
足
よ
り
出
議
し
て
ゐ
る
さ
云
ふ
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
る
。
買
に
我
々
の
統
計
皐

要
す
る
に
、

出
忠
良

の
濁
創
論
は
、

は
、
自
然
科
皐
で
は
な
い
り
で
あ
る
T

四

統計方法論者の多 fは、統計力法を筋めで形式的に彦へ、その適用は自然科撃たる
と祉含科書喜たるとを閃はぬと論子る、そ D 源の皐者附か Lる問題をJ如何にして解決
L得るでちらうか。

者



最
重
量
郡
長
警
ws

以
上
に
依
っ
て
、
在
は
、
大
量
観
察
法
、
提
つ
℃
ま
た
統
計
法
の
劃
象
で
あ
る
所
の

な
し
得
た
さ
共
に
、
フ
ラ
ス
ケ
ン
バ

1
氏
の
根
本
的
立
場
の
矛
盾
を
も
指
摘
し
得
た
さ
思
ふ
。
最
後
に
問
題
ぜ
な

る
の
は
、
大
量
の
類
別
の
問
題
で
め
る
。
類
別
の
貫
盆
は
、
こ
れ
に
依
っ
て
、
大
量
観
察
法
の
理
論
及
び
技
術
の

具
開
性
宇
佐
明
ら
か
な
ら
し
め
得
る
知
に
在
る
。
此
の
問
題
は
‘
本
文
に
於
い
て
詳
論
す
る
暇
が
な
い
か
ら
、
他
の

機
舎
に
譲
る
が
、

泊
叫 F

3つ
F 

r 
h 
L 

日

r向
山

ηω

。
の
説
明
を
一
膝

二
、
に
は
、
問
題
の
性
質
三
範
固
を
示
す
に
さ

Y

め
る
。

此
の
問
題
の
根
本
以
、
期
別
の
悲
準
一
い
在
る
。
而
し
て
此
の
茶
準
は
、
(
一
円
三
〆
ケ
巳

な
い
が
、
必
然
的
に
採
る
可
く
而
し
て
ま
た
、
採
ら
ぎ
る
佐
川
件
ゴ
る
基
治
一
"
は
、
大
量
の
本
質
の
規
定
す
乙
所
の
も

の
で
ゐ
ゐ
O

唱
、
、
に
一
手
山
迄
ら
な
い

E

」
ご
で
め
る
、
か
、
大
量
自
鵠
芝
、
統
計

F
e混
同
し
f

」
、
ぞ
の
期
別

d
M
f
E

考
ふ

べ
か
ら

3
4
Y
コ
」
で
い
の
ゐ
。
然
ら
ば
大
量
の
す
や
質
よ
ち
'
如
何
な
る
額
別
の
基
準
一
か
輿
へ
ら
れ
る
か
。
な
は
、
形
式

的
に
は
、
大
量
規
定
の
四
要
素
に
依
る
ぺ
き
も
の
ご
考
へ
る
。
蓋
し
こ
れ
な
く
し
て
は
、
我
々
は
、
大
量
を
認
識

し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
郎
ち
、
大
量
観
察
の
四
大
要
素
を
各
々
縄
立
に
、
或
は
、
相
互
組
合
せ
た
る
減
角
よ
り

類
別
を
行
ふ
ぺ
き
で
ゐ
る
。

類
別
の
寅
際
ご
し
て
は
、
な
は
、
?
イ
ャ
!
の
奥
へ
た
る
類
別
を
以
っ
て
充
分
で
あ
る
さ
考
へ
る
。
勿
論
、
?

イ
ヤ

l
に
於
て
は
、
大
量
の
性
質
を
説
明
す
ぺ
く
便
宜
上
、
極
め
て
形
式
的
之
は
思
は
れ
る
が
、
い
ま
こ
れ
に
就

い
て
は
深
川
論
及
し
な
い

U

貫
傑
じ
は
、
従
来
、
動
大
量
(
出
向
者
向

mz=2己
山
田

E
C
f」
、
静
大
量

(
}
W
2
2千

百
誤
認
ロ
)
の
問
題
が
常
に
論
性
ら
れ
て
来
た
。
大
量
の
類
別
の
第
一
次
的
要
素
で
あ
る
間
単
位
に
就
い
て
、
そ
の
存

在
の
時
間
性
を
楓
角
ぎ
し
て
見
た
類
別
な
る
こ
三
に
は
、
従
来
、
牟
者
の
同
に
異
論
の
な
い
所
で
あ
る
。
故
に
、
之

の
ち
の
な
搭
げ
れ
ば
際
院
は

設

苑

大
盆
に
就
い
て

第
一
一
一
十
一
巻

八
五
九

第
六
波

ヲL

なは此の場合 Lex出!V i¥Iassenersch引 nun!:; の観念及び英の匝，8IJに就いて論ずべき
必要のある ζ とを認めてゐる。イ井 L、王Lは‘後に漣ぶる Kol1ektiv左も関聯しで論
ぜねばならぬ関係上、稿を改めて問理主したい。 Le::，~is ， Zur Therie der 羽田可ene-
erschとinungenin der menschliche，n Geselbcbaft， I877.参照
他白言葉でも諮られる。Vorg叩 gs.，undZUsLLI.Id:smasse川目。utem叩 n)，Pllnkt-undtrcckcn 
ma:;'sen C'Vinkler) 
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設

第
三
十
一
審

第
六
就

九
四

大
量
に
就
い
て

八
六

O

苑

れ
を
大
量
の
規
定
の
翠
位
の
性
質
に
よ
る
類
別
吉
見
る
は
常
然
で
あ
る
が
、
ま
允
形
式
的
に
は
、
大
量
の
規
定
の

時
に
求
め
た
さ
云
っ
て
も
誤
謬
で
は
な
い
。
要
は
、
大
量
の
性
質
を
充
分
に
理
解
し

τ、
腕
容
を
誤
ら
ゴ
る
理
解

に
到
達
す
る
こ
・
ご
で
あ
る
。
位
は
、
説
明
の
便
宜
の
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
動
大
貝
一
一
耳
、
静
大
量
に
就
い
て
は
、
他

に
論
告
ヲ
〈
き
種
々
の
問
題
を
存
す
る
が
、
こ
、
に
は
単
に
類
別
の
観
黙
の
一
問
題
の
み
に
さ
Y

め
る
。

プ

ラ

ス

ケ

ン

バ

1
氏
は
、
根
慌
を
示
さ
や
し

τ、
ζ
E
加
の
を
、
沖
一
韻
怯
の
有
無
、
務
大
且
期
解
大
量
、
及
び
、
同

質
性
の
有
無
に
依
っ
て
分
っ
て
論
じ
た
。

ζ
白
山
百
三
百
ふ
以
上
、
不
蓮
舗
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
刊
閉
鎖
性
七
信

者
へ
る
こ
さ
は
、

E
-窓
口
仁
あ
ら
ざ
る
も
の
を

H
Z
g
u
n

さ
J
q
る
ニ
さ
で
あ
ふ
り
、
統
計
翠
じ
於
り
る
楓
念
の
嬬
草

を
は
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
ぞ
の
根
披
な
き
ニ
さ
は
、
前
述
の
通
L

り
で
あ
る
。
故
に
ず
氏
が
動

大
量
、
静
大
量
に
謝
し
、
連
槙
の
も
の
、
不
蓮
績
の
も
の
さ
匝
別
す
る
こ
さ
は
全
く
意
味
な
く
、
賃
金
な
〈
、
寧

ろ
誤
謬
で
あ
る
。

r
c戸口
c
m
m口
町
恒
向
m
H
U
回
目
口

一r同町片
山
宮
川
口

さ
の
匝
別
は
、
大
景
観
察
の
封
象
ざ
し
て
の
集
間
三
統

、♂

"-

戸一円
]
H
己

-c=戸。
向
。
戸
日

計
解
析
の
劃
象
た
る
集
固
さ
の
混
同
よ
り
生
じ
た
る
も
の
で
わ
る
。
統
計
聞
学
者
が
従
来

m
s
u
r
F
z
n
ざ
し
来

の
ゐ
る
町
一
白
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
集
間
性
が
問
題
さ
な
乙
の
で
あ
る
つ
同
質
性

っ
た
も
の
に

[
l

円
。
己
戸

c
m日
口
一
円
門
戸
内

が
あ
れ
ば
、
集
圏
性
な
ど
は
全
く
顧
み
る
必
要
が
な
く
、
倒
睦
の
解
剖
分
析
を
以
っ
て
足
り
る
需
で
あ
る
。
同
質

性
の
問
題
さ
な
る
の
は
、
統
計
系
列
を
構
成
す
る
場
合
に
於
け
る
、
そ
の
項
た
る
各
統
計
じ
就
い
て
で
あ
る
。
我

々
の
統
計
準
じ
於
げ
る
解
析
は
、
先
づ
、
統
計
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
出
脱
税
す
る
c

郎
ち
、
統
計
の
集
固
を
時
期

定
す
る
。
こ
の
集
国
は
、
致
理
統
計
論
者
の
一
部
の
者
が
使
用
し
て
ゐ
る
概
念
次
三
一
存
雪
バ
ゼ
意
味
す
る
も
の
で

Mises，丸iVahrscheinlichl:eit，Statistik llndもNahrhei'l"， 1928， S. ][2. 
Bruns， Wahrsch目 nlichkeitrechnl1ngund Kollcktil'lnas!;l.ehre， I906， S. 96 
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わ
る
。
共
に
集
問
た
る
思
に
於
て
大
量
ご
直
別
き
る
ぺ
き
で
は
な
い
が
、
ぞ
の
性
質
の
全
く
具
る
ち
の
で
あ
る
。

大
量
に
在
つ
て
は
、
佃
瞳
は
、
特
定
の
標
識
に
於
て
、
集
聞
の
構
成
因
子
た
る
位
置
を
有
も
、
他
の
標
識
に
就
い

て
は
、
そ
の
差
違
異
同
は
問
は
な
い
。
寧
ろ
、
異
な
る
こ
さ
を
諜
想
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
同
c
z
m
r
t
く
の
場
合
に

在
つ
て
は
、
特
定
の
標
識
に
於
け
る
差
異
を
除
け
ば
、
他
の
保
件
は
何
れ
も
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
さ
を
議
想
す
る

の
で
あ
る
。
故
仁
、
大
量
に
就
い
て
は
、

プ
ラ
ス
ク
シ
メ

1
氏
自
身
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
同
質
性
は
な
い
の
で

あ
る
a

故
に
、

こ
の
、
全
然
問
題
に
な
ら
ぬ
性
質
を
有
も
来
っ
て
分
類
の
基
準
ざ
し
て
も
全
く
無
意
味
で
あ
る
。

而
し
て
、
問
。
ロ
日
}
内
円
一
〈

僻
件
で
は
あ
る
い
炉
、
必
知
の
悲
準
ご
は
な
わ
料
な
い
ο

蓋
し
、
出
。

50mg-E

の
さ
を
匝
別
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
プ
ラ
ス
ケ
ン
バ

1
氏
が
、
か
、
、
る
分
類
の

現
角
を
採
っ
た
こ
さ
自
醐
胞
を
在
は
、
経
聞
に
思
ふ
。
何
ん
さ
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
鈴
り
に
、
無
意
義
の
こ
さ
だ
か

ら
で
あ
る
。
同

C5cmg-E
を
問
題
に
す
れ
ば
、
そ
の
中
心
は
さ
督
一
内
冨
山
田
町
日
干
」
同
色
与
を
の
匝
別
に
在
る

併
し
氏
に
於
て
は
、
こ
の
明
瞭
な
る
野
立
を
極
め
て
股
昧
に
.
意
識
せ
や
し
て
説
明
す
る
ド
過
ぎ
な
い
。

に
就
い
て
ち
同
様
の

e

〕
ぜ
が
一
五
へ
る
。
同
ハ
c
一
一
内
在
ぐ
に
就
い
て
、
出
C
B
o
m
m
口
一
[
戸
円
以
存
在
の

は、開。]一町一科目〈

さ
然
a
b
y
る
も

此
の
二
つ
の
劃
立
在
意
識
す
る
な
ら
ば
、
氏
の
如
き
、
問
題
は
全
く
起
り
特
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
者
し
民
ca

仁
起
'
』
h
，
得
る
匝
別
は
、

-rz-〈
を
、
明
ら
か
に
大
量
さ
直
別
す
る
な
ら
ば
、
問
。

=m一丘〈

ヱ

1
氏
の
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
巴

3
8
q
E
ご
ロ
日
5
5
m
E仏

つ
ぎ
に
、

ジ
ャ

1
7

で
あ
る
。
而
し
て
、

2
m
R
g
q
E
な
る
場
合
に

ご
の
匝
別
が
問
題
さ
立
る
。
統
計
の
解
析
仁
於
て
、
此
の
理
解
な
〈

し
て
は
、
問
題
の
解
決
は
、
全
然
不
可
能
で
あ
る
こ
さ
は
、
何
人
も
知
る
所
で
あ
ら

h
o

於
て
、
阿
川
C
H
E
E
R
-門
ご、口一∞}向。ロ円一=三門戸門

設

大
量
に
就
い
て

苑ー

第
三
十
一
巻

八
六

第
大
披

九
五

Charlier， Vorlesungen uber die Grundzuge (h:r ~detl1ematischen Statistik， 1920， 
s. 7・
Cf. Fi.sher， The Mathemattcal Theory of Prcbal.ility， 1り22，pp. 146-147 
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大
量
に
就
い
て

第
三
十
一
答

八
六

第
宍
批

九
六

要
す
る
に
、

プ
ラ
ス
グ
ン
パ

1
氏
の
所
論
は
、

全
く
、
出
登
貼
に
於
て
、

性
質
の
奥
る
二
集
園
を
意
識
せ
子
、

混
乱
し
た
議
論
を
試
み
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
c

以
上
越
ぷ
る
一
週
h
¥

ー日正、

4
1
4
L
S
 

従
来
、

充
分
に
意
識
ち
れ
や
し
て
、

統
計
問
中
上
、

用
ひ
ら
れ
た
来
た
所
内
一
ロ
白
川
戸
川
町
出
向

の
概
念
を
明
ら
か
に
し
‘

司
叫
H

e

A

V

/

}

l

F
k
v
l
k
-
/

、戸
片
山
山
山
内

-
了
〉
〉
一

E

i

b

、

F
l
J
d
J
d
t
i
t
t
 

大
景
観
察
法
が
、

ぞ
の
封
象
寸
」
す
ゐ

謂
印
O
N
-
-
Z
門
誌
日
目
出
向

で
あ
っ
て
、

ぞ
れ
が
崩
曾
的
じ
.
規
定
せ
ら
れ
い
に

日
出
血
目
以
内
い

な
乙
の
故
仁
、

4寺 iz
大、定
量、は
さ、

名所

づ
け

τ他
の

出
向
但
沼
市

さ
匝
別
き
る
可
き
も
の
で
あ
り
、

殊
に
、

統
計
解
析
法
の
封
象
ご
す
る

ZPU出
。
印
も
問
。
ー

b

l

j

p

l

i

-

-

J

l

l

:

ト

1

j

}

巳
f

雪
と
砂
防
に
応
別
ち
る
一
引
車
時
以

a-P必
防

(
7
0
J
で
え
乙
ぐ

f

;

ー

;

幅

hu袖
/
¥
町
4
J
Q
f
v
こ
町
亡
一

;
t
h，

J

j

j

1

4

l

 

ム
人
民
航
船
治
氏
び

統
計
解
析
法
の
本
質
が
理
解
さ
れ
、

一
障
さ
し
て
、

統
計
路
の
割
晶
棋
士
る
統
計
万
訟
ざ
し
て
存
在
す
る
意
義
も
理

解
さ
れ
、

従
っ
て
統
計
率
一
ぺ

現
在
の
祉
舎
科
準
に
劃
し
て
有
つ
意
味
さ
、

三
の
使
命
之
が
明
瞭
に
な
る
さ
考
へ

る
も
の
で
あ
る
。
在
は
、
卑
見
に
封
す
る
封
稀
的
見
解
を
聞
学
史
的
に
見
出
し
得
や
、
僅
じ
最
近
後
表
さ
れ
た
る
も

の
で
あ
り
且
っ
そ
の
澗
創
的
見
解
三
主
張
す
る
の
散
を
以
っ
て
プ
ラ
ス
ケ
ン
メ

1
氏
の
所
論
を
引
い
て
、

m見
の

説
明
の
例
謹
さ
な
し
た
。
私
を
し
て
極
言
せ
し
む
れ
ば
、
同
氏
の
濁
創
的
見
解
f
」
柑
相
す
る
も
の
は
、
誤
謬
で
あ
り

従
来
の
=
吋

ZCH・-m
己叩「印

E
E
E
n
F
g
呂
志
印
凸
ロ
コ
に
謝
し
、
加
ふ
る
所
は
何
も
の
も
な
い
。

在
の
考
の
末
然
不
充
分
で
あ
る
こ
さ
は
、
自
ら
こ
れ
を
知
る
。
な
ほ
、
説
明
の
形
式
ゃ
、
根
擦
に
就
い
て
も
幾

多
の
不
完
全
な
知
を
見
出
す
で
あ
ら
'
フ
。
在
は
、
更
に
他
の
機
曾
じ
於
い
て
、
訂
正
し
、
問
題
の
、
よ
り
具
櫨
的

な
る
展
開
を
計
る
さ
共
に
、
本
文
中
に
摘
示
し
て
、
説
明
す
る
の
暇
の
な
か
っ
た
問
題
に
就
い
て
詳
論
し
た
い
ご

思
っ
て
ゐ
る
O

(

一
九
三
0
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0
・
一
八
)


